
⼀般社団法⼈和歌⼭県作業療法⼠会2024

認知症に関する活動計画（概要）

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

認知症の⼈と家族の会との連携事業

介護予防事業・⽇常⽣活⽀援総合事業

和歌⼭県⼠会は認知症⽀援委員会を設置し，現在11名の委員で活動している。
2023年度は、「認知症ケアに携わる専⾨職のリハビリテーション研修会」をオンライ
ンにて8回⾏い合計555名（平均69名）の参加を得た（下図）。2024年度も同研修会を
企画し、オンラインにて開催を計画している。本研修は、認知症⽀援における「普及啓
発」を⽬的とし、作業療法⼠のみならず他の専⾨職、⾃治体職員等も参加できる内容と
している。これに加え、今年度は地域活動にも⼒を⼊れている。⼤学教員が関わってい
る地域活動へ参加協⼒している。「地域で活躍できる作業療法⼠」の育成を⽬的に作業
療法⼠⾃⾝の視野を広げ、作業療法⼠の普及啓発に努めている。
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02/13 村井 千賀 先⽣ 認知症施策における
認知症リハビリテーションでの作業療法の期待

01/16 ⿓神 正導 先⽣ 地域の笑顔とつながりを育む介護・認知症予防

12/12 松浦 篤⼦ 先⽣ 地域で暮らす認知症者の移動⽀援
〜運転中断、代替⼿段獲得に向けて〜

11/16 河合 晶⼦ 先⽣ 医療領域における認知症の地域以降⽀援

10/17 岡原 ⼀徳 先⽣ 昨⽇解剖に基づく認知症症候の理解とその対応

09/13 ⼭⼝ 智晴 先⽣ 認知症の⼈のBPSDの捉え⽅と⽀援

08/02 川村 明代 先⽣ 明⽇から使える園芸活動

07/12 ⻄⽥ 征治 先⽣ 根拠に基づく認知症の⼈への作業療法実践

申込⼈数 参加⼈数

図 2023年度 認知症ケアに携わる専⾨職のリハビリテーション研修会

2023年度は、認知症の⼈と家族の会和歌⼭県⽀部と共同でアルツハイマーデー記念講
演会やライトアップ等の企画を⾏った。2024年度は、記念講演会等の企画、ライトアッ
プの運営等に引き続き継続して協⼒を⾏う予定である。

2023年度は、県の認知症予防施策に10名（22回）、認知症サポーター養成講座に1名
（19回）、認知症カフェ1名（6回）県⼠会員を派遣した。2024年度は、認知症予防事業
に15名（14回）県⼠会員を派遣する予定である。

認知症の⼈と家族の会和歌⼭県⽀部には県⼠会員が3名世話⼈として所属している。
定例会や⽉1回の交流会、啓発事業の運営協⼒を⾏なっている。2023年度は、JR和歌⼭
駅前での街頭活動に県⼠会員を4名派遣し、2024年度は5名派遣予定である。
また、2024年度は10⽉に認知症の⼈と家族の会の全国研究集会が和歌⼭県で開催予定で
あり、運営会議に依頼を受けて県⼠会員を派遣している。


